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樹脂３Ｄプリンタ

樹脂３Ｄプリンタの仕様

樹脂３Ｄプリンタ（技術交流館３階）

当センターでは、平成24年9⽉に樹脂３Ｄプリンタ（樹脂積層型三次元造形
装置）を導⼊し、試作・開発等への活⽤・⽀援を⾏っています。

３Ｄプリンタの仕様は下記の表の通りで、⼤きな特徴としては、軟質材料
（ゴムライク）を使った造形が可能なことや２種類の異なるモデル材料を⽤い
ることにより、部分ごとに特性や⾊の異なる材料を使い分けて造形することが
できます（２⾊造形機能）。また、２種類のモデル材料を混合し、硬さや⾊調
の異なる複数の材料を使い分けた造形ができます（マルチマテリアル機能）。

利⽤は、機器利⽤も可能ですが、基本的には、３Ｄデータをお渡しいただき、
職員が造形を⾏う『テクノトライアル事業』でご利⽤いただきます。料⾦は、
基本的には造形時間×6,000円ですが、使うモデル材料が多い場合には調整を
⾏います。なお、造形には必ずＳＴＬ形式の３Ｄデータが必要です。

迅速なモデル造形が可能で、製品の試作・開発などに役⽴つことと思います。
ご利⽤をお考えの場合は、ハローテクノあるいは、兼吉までご連絡ください。
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砂型３Ｄプリンタ

当センターでは、平成29年12⽉に砂型３Ｄプリンタ（砂型積層造形装置）
を導⼊し、鋳造製品の試作・開発をはじめ、素形材産業への活⽤・⽀援を⾏っ
ています。
この装置は、硬化⽤触媒をコーティングした⼈⼯砂（ムライト系砂）を敷き

詰め、必要な部分にバインダ（結合剤）を塗布し、積層することにより任意形
状の砂型（あるいは中⼦）を造形することができる３Ｄプリンタです。
造形した鋳型に種々の⾦属を鋳込むことにより、実⽤となる⾦属鋳物を作製

することができます
機器利⽤（13,000円/時間）も可能ですが、基本的には、３Ｄデータをお渡

しいただき、職員が造形を⾏う『テクノトライアル事業』でご利⽤いただきま
す。料⾦は、基本的には造形時間で計算しますが、実際に使う砂量により調整
を⾏います。なお、造形には必ずＳＴＬ形式の３Ｄデータが必要です。
⽊型を必要とせず、迅速に砂型・中⼦を作製することができ、製品の試作・

開発だけでなく、従来にない形状や品質の鋳物作製に役⽴つことと期待されま
す。ご利⽤等をお考えの場合は、ハローテクノあるいは、兼吉までご連絡くだ
さい。

砂型３Ｄプリンタの仕様

砂型３Ｄプリンタ（３Ｄものづくりセンター内）


